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二
〇
〇
五
年

の

マ
イ
ベ

ス
ト
3越

川

芳

明

〈
読

書

案

内

〉

と

く

れ

ば

、

古

典

作

品

を

一
番

に
挙

げ

る

べ
き

だ
と

考

え

る

が
、

そ
れ

は

他

の
筆

者

の
方

が

な

さ

る

と
思

う

の

で
、

僕

は

ご

く

最
近

の

現

代

小

説

の
中

か

ら

選

ん

で
み

た

。

二
〇

〇

五

年

に

は
、

英

語

圏
文

学

の
分

野

で
、

優

れ

た

長

編

小

説

が

い
く

つ

も
翻

訳

さ

れ

た

か

ら
。

た

と

え

ば
、

ジ

ョ
ナ

サ

ン

・
サ

フ
ラ

ン

・
フ

ォ

ア

『
エ
ブ

リ

シ

ン
グ

・
イ
ズ

・
イ

ル

ミ

ネ

イ

テ

ッ
ド

』

(
ソ

ニ
ー

マ
ガ

ジ

ン
)
。

ロ

シ

ア

や
ポ

ー

ラ

ン
ド

を

は

じ

め

大

国

に
翻

弄

さ

れ

て
き

た

ウ

ク

ラ

イ

ナ
。

そ

の
国

境

地

帯

を
舞

台

に

し

た

コ
ミ

ッ
ク

な

ホ

ロ
コ

ー

ス

ト

(
ユ
ダ

ヤ
人

虐

殺

)

小

説

。

東

欧

出
身

の
米

国

ユ
ダ

ヤ

人

移

民

の

〈
自

己

探

求

〉
+
〈
東

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
近

代
史

の
問

い
直

し

〉

が

小

説

の
テ

ー

マ
だ
が

、

1

・
B

・
シ

ン
ガ

ー
顔

負

け

の
、

イ
デ

ィ

ッ

シ

ュ
語

の

口
承
文

芸

の
伝

統

に
裏

打
ち

さ
れ

た
法
螺
話
、

エ

ロ
テ

ィ

ッ

ク

な

性

遍

歴

、

と

ん

で

も

な

い
ド

タ

バ

タ

事

件

が
次

々
と

展

開

す

る
。

ウ

ク

ラ

イ

ナ

の

ユ
ダ

ヤ
人

は
、

ほ

ぼ

全

員

ナ

チ

ス

に
虐

殺

さ

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
虐
殺
に
か
か
わ

っ
た
の
は
ナ
チ
ス
だ

け
で
な
い
。
こ
の
小
説
で
は
、
殺
裁
に
か
か
わ

っ
た
素
朴
な

一
般

市
民

(こ
の
場
合
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民
)
の
罪
意
識
も
同
時
に
問

う

「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
文
学
」
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
が
流
れ

る

一
方
、

ユ
ダ
ヤ
人
よ
り
さ
ら
に
周
縁
人

の
ジ
プ
シ
ー
娘
と
の
恋

愛
が
変
奏
と
し
て
奏
で
ら
れ
、

ユ
ダ
ヤ
民
族
バ
ン
ザ
イ
調
に
な

っ

て
い
な
い
点
が

一
番
の
救
い
だ
。
こ
の
米
国
作
家
は
新
人
な
が
ら
、

相
当
の
実
力
が
あ
り
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
る
。

リ

チ

ャ
ー

ド

・
フ

ラ

ナ

ガ

ン

『
グ

ー

ル

ド
魚

類

画

帖

-

十

一
一の
魚
を
め
ぐ
る
小
説
』
(白
水
社
)。
大
変

な
奇
書

で
あ
る
。
十

二
か
ら
な
る
章
の
そ
れ
ぞ
れ
の
扉
に
、
ポ

ッ
ト
ベ
リ
ー
ド

・
シ
ー

ホ
ー
ス

(タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
の

一
種
)
を
は
じ
め
と
し
て
、
魚
の

絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
み
ん
な
、
小
説
の
舞
台

で
あ
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
本
土
の
南
に
位
置
す
る
タ
ス
マ
ニ
ア
地
域
に
棲
息
す
る
魚

た
ち
だ
。
語
り
手
で
あ
り
絵
の
作
者
で
も
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
グ
ー

ル
ド

(
シ
ド

・
ハ
メ
ッ
ト
ほ
か
多
数
の
偽
名
を
も
つ
)
は
、
ゆ
え

な
き
罪
状
で
海
の
独
房
に
入
れ
ら
れ
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教

(カ
バ

ラ
主
義
)
の
教
え
に
近
い
と
も
い
え
る
し
狂
気
の
発
想
と
も
い
え

る
或
る
啓
示
を
得
る
。
神
の
子
イ

エ
ス
は
魚

で
あ
り
、
人
間
も
魚

で
あ
る
、
と
。
科
学
者
で
あ
れ
山
賊
で
あ
れ
、
植
民
地
支
配
者

で

あ
れ
囚
人
で
あ
れ
、
着
て
い
る
も
の
や
地
位

や
肩
書
を
取

っ
ぱ
ら
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え
ば

、

残

る

の
は

魚

と

同

じ
裸

の
肉

体

と
顔

の
表

情

だ

け

だ
、

と

。

ピ

ー

タ

ー

・
ケ

ア
リ

ー

『
ケ

リ

ー

・
ギ

ャ

ン
グ

の
真

実

の
歴
史

』

(
早

川

書

房

)

と

同

様

、

植

民

地

時

代

の
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
史

を

声

な

き

囚

人

の
側

か

ら

書

き

換

え

る

ポ

ー

ス

ト

コ

ロ

ニ

ア

ル

の

「
悪

漢

小

説

」

で
あ

り

、

か

つ
現

代

の

ハ
イ

テ

ク

産

業

へ
と
繋

が

る

欧

米

の
産

業

資

本

主

義

文

明

を
批

評

す

る
、

す

ぐ

れ

た

「
フ

ァ

ン
タ

ジ

ー
小

説

」

だ

。

ス

テ

ィ
ー

ヴ

・
エ
リ

ク

ソ

ン

『
ア

ム

ニ
ジ

ア

ス

コ

ー

プ

』

(
集

英

社

)
。

米

国

の
西

海

岸

を

舞

台

に

し

た

近

未

来

小

説

。

一
人

称

の
語

り
手

「
私

」

は

、

小

さ

な
独

立

系

の
新

聞

社

に
勤

め

て
お

り
、

そ

こ

で
映

画

評

を
担

当

し

て

い
る
。

小

説

で
は

、

そ

の

「
私

」

に

よ
る

女
性

遍
歴

に
多

く

の
紙

幅

が
割

か
れ

て

い
る
。

そ

ん
な

「
私
」

に

よ

っ
て
描

か

れ

る

ロ
サ

ン
ジ

ェ
ル

ス
は

、

過

去

の
歴

史

を

蓄

積

し
た

く

な

い
場

所

、

つ
ま

り

〈健

忘

症

(
ア
ム

ニ
ジ

ア
)
〉

に
陥

っ

た
場

所

の

な

れ

の
果

て

の
姿
。

そ

う

し

た

ロ
サ

ン
ジ

ェ
ル

ス

に
癒

し

が

た

く

引

き

つ
け

ら

れ

な

が

ら

も

、

語

り

手

は
か

れ

一
流

の
米

国

批

判

を

展

開

す

る
。

か

つ

て

エ
リ

ク

ソ

ン
は

愛

読

書

の

一
つ
と

し

て
、

ヘ

ン
リ

ー

:
・・
ラ

ー

の

『
北

回

帰

線

』

を

挙

げ

た

こ
と

が

あ

り

、

〈
魂

の
露

出

狂

〉

に

よ

る

自

己

告

白

と

文

明

批

評

を

称

え

て

い
た

。

『
ア

ム

ニ
ジ

ア

ス

コ
ー

プ

』

こ

そ
、

エ
リ

ク

ソ

ン

に

よ

る

二
十

一
世
紀

の

『
北

回

帰
線

』

と

呼

ん

で
も

い

い
。

恥

を

か

く

こ
と
を
怖
れ
な
い
渾
身
の
小
説
だ
。

(
こ
し
か
わ

よ
し
あ
き
/
英
米
文
学
専

攻

・
専

任
教

授
)
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